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生徒指導全体構想図

武本部 の精神で 未来を 担い，明日を 切り拓く 人づくり

国の施策・法的根拠 学 校 教 育 目 標 学校・子どもの実態

◇ 日本国憲法 ◇中央審議会 【 つよく ・ ゆたかに ・ かしこく 】 ◇ 校長・教師の教育理念・指導力
◇ 教育基本法 答申 ○ ねばり強く た く ま し い 子 【体】 ◇ 児童の実態と将来への夢や希望
◇ 学校教育法 ◇教育振興基本 ○ 明 る く 心 ゆ た か な 子 【徳】 ◇ 学校課題，めざす学校・教師像
◇ 学習指導要領 計画 ○ よく 考 え 進んで 学習する子 【知】

県・町教育委員会施策 本校教育の重点実践事項 保護者・地域の実態

◇ 沖縄県教育振興基本計画 ◆「時を守り，場を浄め，礼を正す！」 ◇ 保護者の「期待」と「ねがい」
◇ 生徒指導提要（文科省） ①「関 わ る 力」人間関係構築能力を育む ◇ 地域社会の実態，「期待と要望」
◇ 学校における指導の努力点 ②「見つめる力」見通しを持ち計画性を ◇ めざす保護者（父母）像
◇ 本部町教育の主要施策 ③「向 か う 力」課題解決へ向かう態度 ◇ 幼・小・中保護者の連携・融合
◇ 本部町学力向上推進施策 ④「決 め る 力」判断力と決断力と意思力 ◇ 本部小中校区学推の推進

⑤「進 む 力」協働的に前へ進める実行力

本校生徒指導の目標

生 徒 指 導 提 要 「自己指導能力」の育成 「 心 の 教 育 」

●生徒指導は、児童の自発的且 ●「生命を尊重する心」「美しい
つ主体的な成長・発達の過程を 児童が、自己及び周囲にとって適切な行動を、 ものや自然に感動する心」、他者

援助するものである。 自ら考え、判断し、責任を持って行動できる力 への「思いやり」や「社会性」、
「倫理観」や「正義感」などの

●児童が自ら考え主体的に行動 ◆自己をありのままに認めること【自己受容】 『心』を育てる教育が今、求め
することを促すことを通して指 を基盤に、自らの られている。
導・援助することが重要である。 ◆自己に対する洞察を深めること【自己理解】 ●「心」とは、自他の区別なく、

人間すべてを「かけがえのない
●児童が自らの人格の完成を自 追求しつつある目標を確立、明確化するとともに、目標達成に向 存在」として、他を思い自己を
ら希求することができるように けて主体的に自らの行動を決断、実行する力が「自己指導能力」 問う態度をもたらすはたらきで
教育するのである。 ある。

学習規律の徹底 本 校 の 生 徒 指 導 の 基 本 方 針 授業改善の視点

○ 活動・構成・対話 （１）「わかる授業」の充実を図る。授業改善に「不断の努力」を行う ① 学びを育てる学習規律

○ ベル席，03秒黙想 （２）「全教職員」による確実な共通理解と、「共通実践」を展開する。 ② 学習の流れを創り出す

○ 学習用具の準備 （３）「自己存在感」：一人一人の児童が、実感できる場の設定を行う。 板書計画

○ 授業の見通し （４）「共感的理解」：教師と児童および児童同士が理解し合える環境 ③ 書く楽しさを味わわせ

○ 基本話型・基本聴型 （５）「自己決定の場」：生徒指導の三機能を基盤とした集団づくり るノートづくり

○ 言語力・表現力 （６）「教える」「支える」「見守る」のバランスを取りながらの指導支援 ④ 子供の発表を引き出す

○ 授業評価と改善 （７）「小さな成功体験」の蓄積と「自己理解」「自己有用感」の構築。 発問，聴く姿勢の指導

○ 自己肯定感の高揚 （８）「多面的な児童理解」を心掛け、決めつけや「偏見」は持たない ⑤ 対話型の交流ある授業

キャリア教育 と 生徒指導の関連

低学年（自分に気づく） 中学年（夢へ繋ぐ） 高学年（未来を築く）

① 好きな事，得意な事に気づかせる ① 中学年としての役割や自覚を持つ ① 自分の良さや個性を理解できる
② 出来る事を体感させ，増やす ② 学校生活で自発的に活動できる ② 他者の違いに気づき尊重できる
③ 友を認め，共に学ぶ態度を養う ③ 思考の過程が見えるノートづくり ③ 職場県学を通して夢や希望を育む
④ 自分が役立つ喜び，自信へ繋ぐ ④ 社会体験学習や交流学習を実践 ④ 社会体験を通し，勤労観を育む
⑤ 中学年へ向けた態度を育てる ⑤ 自分の生き方・在り方を模索する ⑤ 社会性・義務と責任感を育む
⑥ 自分の良さや個性を理解させる ⑥ 根拠を踏まえた言語活動（5W1H） ⑥ 上級学校へ進む心構えと態度を育む

[積極的な生徒指導] → 段階を踏まえ 「ぶれず，見捨てず，係わり続ける」 指導・支援

開 発 的 生徒指導 の 推進 予 防 的 生徒指導 の 推進

■ 社 会 的 な 資 質・能 力・態 度 の 育 成 教 職 員 の 児 童 理 解・情 報 収 集 力 の 向 上
事
前 自己存在感 共感的人間関 自己決定 研究修養 全校指導体制 連携・協働
防
止 教 育 課 程 の 編 成・指 導 体 制 の 確立 安 全 管 理 の 徹 底・教 育 相 談 の 充 実

■ 危機管理マニュアル・役割分担 初 期 対 応 保護者等との連携・法的根拠
事
後 原因究明・拡大防止策 早 期 対 応 安全マップ作成・全体指導
対
応 対応総括・記録の整理 根 本 対 応 心のケア・根本問題の解決

■
再 取組を通して得た認識・知識・手法 関係した児童等の継続指導・専門機関
発 などの共有及び活用を図る 等との連携・協働の継続を図る
防
止 問題点・課題改善 ケース会議開催 家庭教育支援会議等 ＳＣの活用・情報交換共有


